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【目的】近年ミトコンドリアの電子伝達系複合体Ⅰを阻害するフェンピロキシメ

ート、フェナザキンやピリミジフェンなどの殺ダニ剤に続き、キノコより単離・

構造決定された複合体Ⅲを標的とするストロビルリン系化合物が植物病原菌の殺

菌剤として上市され、安全性の面からもミトコンドリアを標的とした化合物が農

薬として十分に実用化できることが示されている。そこで、本研究では微生物二

次代謝産物を探索源とし、薬剤高感受性出芽酵母を用いてミトコンドリアを標的

とした農薬リード化合物の取得を目指した。 

【方法】含グルコース培地上では薬剤高感受性出芽酵母に生育阻害を示さず、含

グリセロール培地上でのみ生育阻害を示す微生物培養物をペーパーディスク法に

より選抜した。さらに、含グリセロール培地上での野生型出芽酵母の生育阻害と

比較し、薬剤高感受性出芽酵母を選択的に阻害する検体を選抜した。活性物質取

得の為に各種クロマトグラフィーを行い、活性物質を単離した。その後、各種機

器分析器による測定結果からその化学構造解析を行った。 
【結果および考察】放線菌および糸状菌培養物合計 8,281 検体よりスクリーニング

を行い、糸状菌 FKI-6817 培養物を選抜した。糸状菌 FKI-6817 株を培養後、各種ク

ロマトグラフィーにより活性物質として FKI-6817 を単離した。各種 NMR による

構造解析から新規化学構造を有する活性物質であると決定した。FKI-6817 は、含

グリセロール培地上で優先的に薬剤高感受性出芽酵母の生育阻害を示した。加え

て、単離ミトコンドリアを用いたアッセイにおいて ATP 排出抑制を示した。以上

の結果から、FKI-6817 はミトコンドリアの ATP の排出を抑制し、含グリセロール

培地上で優先的に薬剤高感受性出芽酵母の生育阻害を示していると考えられる。 


